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ルミナス韓国は韓国中小企業省の
CBAM対応企業に選定されました

CBAMとは EU炭素国境調整メカニズム

韓国CBAMに関するJETROの記事

欧州委員会は「欧州グリーン・ディール」の実現に向けた気候変動対策の政策パッケージ「Fit for 55」の一環として、
炭素国境調整メカニズム（CBAM）規則案を発表しました。CBAM規則は2023年5月17日に施行され、2026年からの
本格適用を前に2023年10月1日から対象事業者に報告義務を課す移行期間が開始されました。CBAMとは、EU排出量
取引制度（EU ETS）に基づいてEU域内で生産される対象製品に課される炭素価格に対応した価格を域外から輸入される
対象製品に課す制度です。

「CBAM導入はさほど大変とは思っていませんでしたが、やって
みるとサプライヤーから省エネに対する多くの要望が寄せられる
ようになりました。」「当初は簡単だと思っていたのですが、
最近のCBAMの温室効果ガス計算データを詳細に報告する仕組み
がなかったら大変になっていました。」

世界的な炭素規制への対応…「中小企業省のCBAM支援
プロジェクトは大変な後押しとなりました」

姜社⻑のコメントが韓国中小企業省のHPに掲載されております

www.etnews.com/20241024000222   



ルミナス韓国はCBAMへの対応でとても忙しくなりました。というのも、温室効果ガス排出削減のため、本年度から
中小企業・スタートアップ省が実施する中小企業向けカーボンニュートラル移行支援事業に採択されたからです。
このため高効率の電気溶解炉を3基導入する予定で、これにより年間135トンのCO2削減を見込んでいます。
また、産業通商資源部（韓国エネルギー振興院）が実施した新・再生エネルギー建設支援事業に認定され昨年は
第二工場に90KW,今年度は第一工場に99.5KWの太陽光発電設備を設置しました。この新エネルギーにより年間
113トンのCO2削減を目指しています

CBAMがどのように推進されてきたのか、なぜ中小企業が
CBAMに対応すべきなのかを理解したうえで、しっかりと
準備することができました。

今、ルミナスを始め、海外に製品を輸出する中小企業の最大の関心事はCBAMへの対応です。CBAMは生産過程
で排出される二酸化炭素量に応じてEU諸国が一定の手数料を貸す制度です。CBAMは年末までの移行期間を
経て2026年に本格導入される予定です。製品を作るために二酸化炭素が大量に発生すると追加コストが発生
します。ルミナスでは売り上げの97％を占めます。


